
 

 

 

第６９３８号                                       ２０２０年３月２３日（月） 

感染流行中、もし巨大地震が発生したら 

防災・危機管理アドバイザー 山村 武彦 

◆危うかった北京オリンピック 

 ２００８年北京オリンピックの３カ月前、５月１２日に四川大地震（Ｍ８．０）が発生した。震源地は四川

省中部の龍門山断層。広い地域で震度６弱～６強の揺れを観測。この地震で死者・行方不明者が８７，

４１９人、建物損壊４３６万棟、避難者は１，５１４万７，４００人に上った。２週間後に現地調査に入った

が、人工衛星でないと全体が把握できないほどの広域大災害だった。北京から２０００㎞離れていると

はいえ、想像を絶する甚大被害に、オリンピック開催が危ぶまれた。  

当時、ＩＯＣ（国際オリンピック委員会）のジャック・ロゲ会長は、胡錦濤国家主席に「この困難な時期に

はオリンピックがあなた達の味方になります」とのエールと１００万ドルの支援金を贈った。６月に予定さ

れていた四川の聖火リレーは延期され、８月８日の開会式直前に避難所の体育館内で行われた。 

１周年を過ぎて再度現地に行くと、避難所周辺は軍の防疫部隊が出動し、厳戒態勢が敷かれていた。

２００９年春からＨ１Ｎ１新型インフルエンザがまん延し、６月にＷＨＯ（世界保健機関）がパンデミック（世

界的流行）を宣言したからである。中国の政府関係者は「もし昨年（０８年）、パンデミック宣言が出され

ていたら、北京オリンピックは中止せざるを得なかっただろう」と語っていた。 

◆感染弱者は分けるべき 

新型コロナウイルス・パンデミックの今、もし大地震が発生したら、避難所などで多数の災害関連死

が出る危険性がある。２５年前の阪神・淡路大震災の時も季節性インフルエンザが流行していた。犠牲

者６，４０２人のうち、３か月以内に震災関連死と認定された人は９１９人（１４．３５％）に上る（神戸市）。

死亡主因別では循環器系疾患、呼吸器系疾患、既往症悪化で全体の約９３％を占める。大半はインフ

ルエンザが引き金になったものと推定されている。 

高齢者が感染症に見舞われると合併症などで重篤になりやすい。妊産婦、基礎疾患のある高齢者、

ハイリスク患者などの感染弱者を密集空間の避難所に押し込むことはできない。感染弱者は一般避難

者と分け、被災地外の施設や福祉避難所などに収容すべきだ。大地震が起きる前に、感染症まん延時

の災害医療体制の構築と避難所運営マニュアル策定が急務である。１９６４年東京オリンピックの４カ

月前に新潟地震が発生。しかしその時は感染症の流行がなかった。 

◆「在宅避難生活訓練」のすすめ 

２０１６年の熊本地震では、地震による直接死は５０人だったが、その後の避難生活中に亡くなり関連

死と認定された人は２２０人に上る。避難所に避難した６０代男性は日記に「臭くて汚いトイレが１時間

待ち、板の間に毛布１枚では痛くて寒くて眠れない」と書いていた。その男性は４日目に高熱を発し、病

院に搬送され急性肺炎と診断された。昨年の台風第１９号では、満員で入れない避難所が続出した。も

し今、大地震が発生すれば多数の避難者で同じことが起きるだろう。発災直後の避難所は劣悪環境で

ある。できれば避難所に避難しなくていいように、安全な家にする（住む）ことも大切だ。 

そして電気、ガス、水道、電話を使えないと仮定し、１～２日暮らす「在宅避難生活訓練」をお勧めす

る。本当に必要なものが見えてくるし、備蓄は７日分の意味が理解できる。    （やまむら・たけひこ） 


